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刈谷スマートウェルネスプロジェクト（救急車５Ｇ映像伝送）

１.リアルタイム映像配信による救急医療支援の有効性検証
・ 重症・特殊症例者を対象に、刈谷消防署 2 台、刈谷北分署 1 台、刈谷南分署

 １台の救急車で実証を実施
・ 救急車１台にスマートフォン３台を配備し、救急現場の映像を病院へリアルタイ

 ム送信することで、病院側の受入れ準備、処置開始までの時間短縮を検証

２.リアルタイム映像配信による既存システムの代替に対する有効性検証
・ 既存システムとの比較を目的に、消防・病院双方へのヒアリングを実施
・リアルタイム 映像配信の有効性の評価、運用検証を実施

R６実証内容

結果考察

取組成果

・リアルタイム映像配信により、病院側では効果が見られたが、
機材の重さなど運用面の課題が浮き彫りになった

・課題の改善により活用の可能性が広がるため、救急医療支援への期
待感が確認できた

実装に向けた課題

・機材の重さや操作方法などの改良、画質・音質・応答遅延など
の更なる精度向上による運用面の改善

・非リアルタイムでの確認機能（静止画ポスト機能等）の検討

救急搬送時における映像中継を活用した患者状態の
リアルタイム把握

NTTコミュニケーションズ株式会社
（現：NTTドコモビジネス株式会社）

解決したい
課題

１. 計10件の症例でリアルタイム映像配信を実施
  ⇒医師が着院前に患者の状態を把握でき、処置時

  間の短縮に一定数寄与したと病院側は評価

２.消防側の73%が「負担あり」と回答
 ⇒機材の重さや操作負担が課題として浮上

３.消防側の71%が「継続してもよい」と回答
 一方で17%は否定的な意見を示した

４.実証当初は映像画質や音質に不具合が見られたが、
 チューニングにより安定的な稼働を維持できた

2024年10月～2025年1月


	既定のセクション
	スライド 1: 刈谷スマートウェルネスプロジェクト（救急車５Ｇ映像伝送）


